
この PDF パッケージには複数のファイルが含まれています。
PDF パッケージに含まれる文書の閲覧、作業には、Adobe Reader または Adobe Acrobat の 
バージョン 8 以降のご使用をお勧めします。最新バージョンにアップデートいただくと、 
次のような利点があります。

•  効率的で、統合された PDF 表示

•  簡単に印刷

•  クイック検索

最新バージョンの Adobe Reader をお持ちでない場合

ここをクリックして最新バージョンの Adobe Reader をダウンロードできます

既に Adobe Reader 8 をお持ちの場合
この PDF パッケージ内のファイルをクリックして表示できます。

http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/readstep2.html




14


訪問看護ステーションで、災害直後～1、2 日目


災害発生フローチャート


災害が起きた場合、事前に作ったフローチャート、チェックリストに従って、


ステーションの施設・設備の確認、スタッフの安否確認とスタッフの確保、


訪問看護の持参品、救急医療用品の確保、移動手段の確保をし、


訪問看護ができる体制を整える


ステップ1／直後の対応①
営業時間内に災害発生した場合


　　 事務所
　　 ・自身の安全確保


　　 ・互いの安否確認


  ・情報収集し、必要な避難


　　 ・ステーション設備への対応


    （火の始末　ガスの元栓を閉める　停電→ブレーカーを切る）


　　 ・自身の家族の安否確認


 


  訪問中
  ・自身の安全確保


  ・利用者の安全確保


  ・利用者家族の安否確認


  ・自身の家族の安否確認


  ・管理者に連絡


  移動中
  ・自身の安全確保


）うこおてめ決り取で内ンョシーテスを法方難避の中転運（   


  ・自身の家族の安否確認


  ・管理者に連絡


  ＊災害状況（津波、洪水、崖崩れ等）によっては、情報を収集し
  　ステーションに戻らないことを含め判断し、安全な場所へ避難する


NEXT to
Step2


連絡がつく→指示に従って行動


連絡がつかない→ステーションに戻る＊


連絡がつく→指示に従って行動


連絡がつかない→ステーションに戻る＊　


24


24


40 41 42
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訪問看護ステーションで、災害直後～1～2 日目


災害発生フローチャート


PA
R
T 
2 
 災
害
直
後


ステップ1／直後の対応②
営業時間外、休日に災害発生した場合
 
　　 ・自身と家族の安全確保


　　 ・管理者に連絡


　　


　　　


　 


NEXT to
Step2


連絡がつく→ 出勤できるスタッフは安全な手段で


 ステーションへ


連絡がつかない→ ・2番目以降の指揮命令者に連絡して


 　指示を受ける


 ・自宅待機する場合


  ①利用者の安否を確認し、必要なことを指示する


  ②訪問が必要な利用者を訪問


 　（安全のため、必ず2人以上で訪問）


  ③随時、指揮命令者に状況を報告


24
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訪問看護ステーションで、災害直後～1、2 日目


災害発生フローチャート


ステップ2／災害発生から24時間


 指揮命令者（管理者→主任→可能なスタッフへ）
　　 ①スタッフへの指示（指示の内容は指揮命令者が決める）


  ②関係機関への連絡


  ③情報を収集し、整理する


  ④利用者の状況を報告する


   ・訪問看護→担当介護支援専門員


   ・居宅支援→市役所


   ・主治医


  ⑤協力者が必要な時は依頼する


  


　


　 スタッフ（看護師・介護支援専門員）
　　 ①利用者の安否を確認し、必要なことを指示する


  ②訪問が必要な利用者を訪問


  　（安全のため必ず2人以上で訪問する）


  ③随時、指揮命令者に状況を報告


　 スタッフ（事務職員）
　　 ①ステーション施設の復旧作業


  ②指揮命令者を補助して報告を受け、情報を整理する


  ③必要な物品・物資の手配


 ※スタッフ自身の被災状況や家族の安否に配慮する


NEXT to
Step3


24
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訪問看護ステーションで、災害直後～1～2 日目


災害発生フローチャート


ステップ3／災害発生から24時間以後 


 指揮命令者（管理者→主任→可能なスタッフ）
　　 ①スタッフへの指示（指示の内容は指揮命令者が決める）


  ②関係機関への連絡


  ③情報を収集し、整理する


  ④利用者の状況を報告する


   ・訪問看護→担当介護支援専門員


   ・居宅支援→市役所


   ・主治医


  ⑤協力者が必要な時は依頼する


  ⑥職員の健康管理に留意する


  


　　


 スタッフ（看護師・介護支援専門員）
　　 ①利用者の安否を確認し、必要なことを指示する


  ②訪問が必要な利用者を訪問


  　（安全のため必ず2人以上で訪問する）


  ③利用者が他の施設や医療機関に入所、入院が必要なら


  　調整する


  ④看護ステーションの施設の復旧作業


  ⑤必要な応援


　 スタッフ（事務職員）
　　 ①看護ステーションの施設の復旧作業


  ②指揮命令者を補助して報告を受け、情報を整理する


  ③必要な事務業務


  ④必要な物品・物資の手配


 ※スタッフ自身の被災状況や家族の安否に配慮する


24
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利用者へ　災害直後～1、2 日目


災害直後の対応


1. 安否を確認する
 利用者に携帯電話などで連絡し、


 安否確認リストに基づいて安否を確認


 利用者の生死や避難場所を記入


 緊急性のあるものを最優先にして行動しよう


2. 訪問の優先順位を検討
 利用者の被災状況、処置の必要性などを検討


 優先度の高い利用者から訪問


 医療器具を装着、あるいは医療依存度の高い利用者を優先的に


 （他の地域へ避難した利用者や、交通事情のため訪問できない利用者などに


  関しては、その時の事情や状況を考慮）


  


3. 持参するもの
 ・通常の訪問に必要な訪問看護用品


 ・救急医療用品（利用者の家族や近隣の人の手当が必要な場合に備える）


 ・薬品や物品は通常の訪問時より多めに


 ・身分証明書


 訪問する前に、持参品確認表でチェックすること


   


4. 訪問手段と方法
 道路が大きな被害を受けた時には、バイクや自転車、徒歩で


 登山靴、トレッキングシューズなど底の厚い靴を履く


 （火災の熱や瓦礫、ガラスの破片、クギなどに備えるため）


   


  


43








PA
R
T 
2 
 災
害
直
後


19


利用者へ　災害直後～1、2 日目


災害直後の対応


5. 訪問看護時に気をつけること
　 利用者に言葉をかける時は充分に配慮して


 （本人は無事でも家族や親戚が被災している場合も考える）


 利用者の話をよく聞き、ゆっくりと話しかけよう


 参考資料を参照して注意深く利用者を観察し


 異常の発見に努めよう


 ※ライフラインが途絶した時は、


  お湯をポットに入れて訪問し、保清を行うなど


  さまざまな工夫を凝らした看護を提供しよう


 ※震災では余震による二次災害を防ぐため


  ヘルメットと靴を袋に入れて持参し


  傍に置いてケアを行うことも必要


　　


6. 状態把握
　 利用者の状態を訪問後、速やかに管理者に報告する


 管理者は、必要に応じて利用者の状態を主治医に報告する


 在宅、あるいは避難所での療養が難しい時は、


 主治医に連絡し、入院を手配する


 従来のサービスが利用できずに在宅での生活が困難になった時は、


 早急にケアマネジャーに相談する


訪問は2人で
安全で速やかな対応
をするために、訪問は
必ず2人以上で訪問す
ること！ 他の地域から
の応援を積極的に利
用しよう


MEMO64 70～





